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Since 1999, the three countries of Cambodia, Laos, and Vietnam （CLV） have shared an idea to co-
operate in the socio-economic development of their border provinces. e concept of the “CLV Develop-
ment Triangle” （CLV-DT） is signicantly dierent from that of the Singapore, Johor, Riau （SIJORI） Tri-
angle. While the SIJORI Triangle has Singapore as the core to seek spill-over development eects, the 
CLV-DT does not have such a center, only consisting of poor border provinces. Its main purposes are 
poverty reduction, social stability, border security, and good neighborly relationship.  
　　e rst section of this paper discusses the reasons why the CLV-DT plan was agreed by the three 
countries in 1999, and several factors thereaer which worked in favor of the plan. e second section 
analyses the CLV-DT master plan adopted in 2004 and describes major related events and activities from 
2004 to 2010. e third section analyses the revised master plan of 2010. 
は じ め に
カンボジア，ラオス，ベトナム （CLV） は，互いに国境を接する複数の地方省における社会・経済
発展を，3カ国で協力，連携して推進する構想を，1999年から共有するようになった。いわゆる
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 4 インドシナ 3国外相会議は 1980年の第 1回（プノンペン）から，1986年までに 13回開催されている。インドシナ 3国首
脳会議は 1983年 2月（ヴィエンチャン）開催。白石昌也編『ベトナムの対外関係：21世紀の挑戦』暁印書館，2004年，巻
末年表。





































 6 白石昌也「メコン地域協力とベトナム」同編『ベトナムの対外関係：21世紀の挑戦』（上掲），215‒217, 226‒228頁；白石
昌也「拡大 ASEANとインドシナ諸国」『国際問題』576号（2008年）41頁。
 7 山影進「メコン河流域諸国の開発協力と ASEAN」『政経研究』第 39巻 4号（2003年）。
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対する国際社会の関心は，UNDP（国連開発計画）が 1990年に『人間開発報告書』 （HDR） を創刊し






れた第 8回 GMS閣僚会議で，ADBの提唱する「経済回廊」（economic corridors）構想が正式に採
択された（図 1参照）。国境を越える交通，通信，送電インフラの整備などを通じて，物理的に隔絶
 8 UNDP駐日代表事務所「人間開発とは」http://www.undp.or.jp/hdr/.
 9 外務省『ODA白書』2003年版，本編第 II部第 2章第 2節。
 図 1　GMS経済回廊（交通インフラ）　出所：ADB資料
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12 “Keynote Address by H.E. Mr. Phan Van Khai, Prime Minister of Vietnam” （Hanoi, 15 December 1998）, http://www.aseansec.
org/8749.htm.　なお，同演説がメコン流域 （a considerably large area of the Mekong Basin） として言及しているのは「ベト
ナム中部，ラオス，タイ東北部」のみであってカンボジアを含んでいないが，次に見るように「ハノイ行動宣言」における「西
東回廊」にはカンボジアが含まれている。








15 ベトナム外務省が 2000年時点で提示した “Concept Paper” における「西東回廊」の地理的範囲に関する記述は，本文に引用
した限りのものであって，具体的な地方省名が列挙されているわけではない。Bo ngoai giao, Vu tong hop kinh te, Hap tac 
Phat trien Lien vung-Doc hanh lang Dong-Tay （WEC）, Nha xuat ban anh nien, Hanoi, 2000, p. 12［同書後半の英語対訳部
分，p. 212］．
16 GMS「東西経済回廊」 （East-West Economic Corridor） は，中部ベトナムのダナン，フエ，クアンチからラオスのサヴァナ
ケット，東北タイを経て，ミャンマーへと至るルートであって，CLV「開発の三角地帯」を通過するものではない。
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カンボジア，ラオス，ベトナム「開発の三角地帯」構想の成立経緯と概観
CLV3国間での「開発の三角地帯」構想合意（1999年）





















事が相前後して生じた。そのような趨勢の中で，インドシナ 3国は 2002年 1月にホーチミン市で第








19 “CLV summit pledges border development” Vietnam Today, Nov.16, 2010　（http://www.dztimes.net/post/politics/clv-sum-
mit-pledges-border-development.aspx）.
20 Cambodia Ministry of Foreign Aairs, “Second Meeting of the Prime Ministers of Vietnam, Cambodia and Laos on the Build-
ing of Development Triangle” （http://www.mfaic.gov.kh/mofa/Products/1705-second-meeting-of-the-prime-ministers-of-
vietnam-cambodia-and-laos-on-the-building-of-development-triangle.aspx）; Cambodia Ministry of Foreign Aairs, “Press 
Release of the ird Summit Meeting of the ree Prime Ministers of Cambodia, Laos And Vietnam On Development Trian-
gle” （http://www.mfaic.gov.kh/mofa/Products/2020-press-release-of-the-third-summit-meeting-of-the-three-prime-
ministers-of-cambodia-laos-and-vietnam-on-development-triangle.aspx）.
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第 1に，2000年 9月の国連サミットで「ミレニアム開発目標」 （MDGs） が採択された。前項に言
及したように，世銀や IMFを先頭とする国際的ドナーはすでに 1990年代から貧困削減を重視し始め
ていたが，国連の場で改めて BHN（基礎生活的分野）や貧困問題に重点を置く開発目標が宣言され
たのである。そして，インドシナ 3カ国がそれぞれの「貧困削減戦略」 （PRSP） を完成させるのも，
MDGs採択以降のことであった。
すなわち，カンボジアでは 2000年 8月に暫定的な文書が，2003年 8月に正式文書が，ラオスでは
2001年 3月に暫定的な文書が，2004年 12月に正式文書が策定された。ベトナムについては，2001
年 3月に暫定的な文書が作られ，その後，日本政府からの強力な後押しを受けつつ，2003年 11月に





アに対する「国別援助計画」は 2002年 2月，ラオスに対する計画は 2006年 7月に完成した。ベト




第 2に，2000年 11月にシンガポールで開催された ASEAN首脳会合の場で，ホスト国のゴー・
チョクトン首相の提唱によって，IAI（ASEAN統合イニシアティブ）が合意され，翌 2001年 7月の
定例外相会合（ハノイ）で「ASEAN統合促進のための発展のギャップに関するハノイ宣言」，2002





ちなみに，日本政府も IAIの発足に対応して，2006年 3月に 75億円を拠出して日本・ASEAN統
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カンボジア，ラオス，ベトナム「開発の三角地帯」構想の成立経緯と概観


































ザーライ，コントゥム，ダクラク各省を所管する第 5軍区では，第 15兵団及び第 16兵団が，道路，水利，学校，新居住区
の建設などに従事し，さらにコーヒー園や果樹園を開墾，経営して，少数民族を含む地元住民の雇用創出，生計安定などに
貢献しているという（同上書，161‒165頁）。なお，2004年 8月 16日付けで，ベトナム共産党政治局決議第 39号「2010年
までの中部ベトナムの北半地域および中部ベトナムの沿岸地域における経済・社会発展と国防・治安保障の方向性」という
文書が発出され，それを承ける形で 2005年 5月 20日付け首相決定第 113号が制定されている。白石昌也「東西経済回廊：
ラオバオ＝デンサワン国境ゲート」石田正美編『メコン地域国境経済をみる』アジア経済研究所，2010年，196‒199頁。
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第 2回 CLV首脳会談（2002年 1月）と第 3回 CLV首脳会談（2004年 7月）


























32 Cambodia Ministry of Foreign Aairs, “Second Meeting of the Prime Ministers of Vietnam, Cambodia and Laos on the Build-
ing of Development Triangle” （http://www.mfaic.gov.kh/mofa/Products/1705-second-meeting-of-the-prime-ministers-of-
vietnam-cambodia-and-laos-on-the-building-of-development-triangle.aspx）; 『東南アジア月報』2002年 1月，15, 25‒26頁。



































34 Cambodia Ministry of Foreign Aairs, “Press Release Of e ird Summit Meeting Of e ree Prime Ministers Of Cambo-
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序言と第 1章では，国境を跨ぐ局地経済圏 （economic sub-regions） の形成が近年各地で見られる
36 “Cambodia, Laos, Vietnam summit sets up CLV Development Triangle” Nov. 26, 2004　（http://news.xinhuanet.com/
english/2004-11/28/content_2270393.htm）. 
37 “Indochinese leaders agree on development master plan” Kyodo, Nov. 28, 2004.




41 “Socio-economic development master plan for Cambodia‒Laos‒Vietnam development triangle” （2004） Cambodia‒Laos‒Viet-
nam Development Triangle Portal （http://clv-triangle.vn/portal/page/portal/clv_en/819086/1305933?p_page_id=819086&p_
cateid=825523&article_details=1&item_id=8597958）.












面積合計 1110211 km2，総人口（2002年）405万 8千人，人口密度 37人/km2である。
2002年 1月の前回（第 2回）の CLV首脳会談では，ラタナキリ，ストゥントレン（カンボジア），
アタプー，セコン（ラオス），コントゥム，ザーライ，ダクラク（ベトナム）の 7地方省が計画の対
象地域として言及されたのに対比すると，カンボジアの 1州，ラオスの 1県，そしてベトナムの 1省
が新たに加えられたこととなる。ただし，そのうちベトナムについては，従来のダクラク省が 2003

















会・経済ベルト」（socio-economic belt），「国境ポイント経済区」 （border checkpoint economic ar-
eas） の創出，生態環境への配慮，法的枠組み作り，マスタープラン実施のためのメカニズム創出な
42 国会決議 22/2003/QH11号（2003年 11月 26日）“Nghi quyet ve viec chia thanh va dieu chinh dia gioi hanh ching mot so Tinh”　
http://thuvienphapluat.vn/archive/Nghi-quyet/Nghi-quyet-22‒2003-QH11-chia-va-dieu-chinh-dia-gioi-hanh-chinh-tinh-
vb51694t13.aspx . 
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出所： “Introduction of Development Triangle” Cambodia-Laos-Vietnam 
Development Triangle Portal http://clv-triangle.vn/portal/page/por-
tal/clv_en/817327
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カンボジア，ラオス，ベトナム「開発の三角地帯」構想の成立経緯と概観
する場合であると推測される。2003‒2010年の年平均成長率について見れば，開発地域全体でシナリ
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ラオスの ODA業務を担当する部局が外務省から計画投資委員会に正式移管されたのは 2007年 8月，
かつ後者が計画投資省に昇格したのは同年 10月である（『アジア動向年報』2008年版，253頁）。ただ
し，開発の三角地帯に関する３国共同の英文ウエブサイト Cambodia-Laos-Vietnam Development Tri-
angle Portal の著作権者は，2012年 12月時点で，カンボジア計画省，ラオス外務省，ベトナム計画投
資省となっている。つまり，ここではカンボジアの担当官庁が上述とは異なる。
*2 Development Triangle Working Group: 上述の合同調整委員会を補佐するユニットであり，3カ国の関
連官庁代表によって構成される。
*3 Working Sub-Groups for Development Cooperation in the Development Triangle: イシューに応じて設
置し，3カ国の関連官庁担当者が参加する。当該分野のプログラム，プロジェクトの調査，勧告，実
施モニターなどに責任を持つ。「安全保障・外交」，「経済」，「社会・環境」の 3部会が発足した。
*4 Border Provinces’ Development Cooperation Committee: その後名称は「国境地方省協力作業部会」
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カンボジア，ラオス，ベトナム「開発の三角地帯」構想の成立経緯と概観
添付資料 1-a: 2004年マスタープラン第 4節（要約）
IV.　 開発の三角地帯における主要な分野，産業の発展に関する予測 （Forecasts on develop-
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経済成長率予測 単位：％/年
Scenario I Scenario II
開発の三角地帯内の 2003‒05 2006‒10 2003‒10平均 2003‒05 2006‒10 2003‒10平均
カンボジア各州 6.7 8.0 7.4 7.4 8.7 8.1
ラオス各県 7.0 7.5 7.3 8.0 8.5 8.3
ベトナム各省 8.0 8.5 8.3 8.5 9.4 9.0
開発地帯全体 7.9 8.3 8.1 8.4 9.4 9.0
産業構造予測 単位：％
Scenario I Scenario II
年 2002 2010 2002 2010
カンボジア各州 100 100 100 100
・農林漁業 68.6 55.6 68.6 53.6
・工業，建設業 17.3 27.1 17.3 29.0
・サービス業 14.1 17.3 14.1 17.4
ラオス各県 100 100 100 100
・農林漁業 67.2 53.9 67.2 50.6
・工業，建設業 19.8 30.0 19.8 31.6
・サービス業 13.1 16.1 13.1 17.8
ベトナム各省 100 100 100 100
・農林漁業 63.5 51.9 63.5 49.5
・工業，建設業 13.4 23.1 13.4 24.2






オスの 13S号と 18B号，カンボジアの 7号，ベトナムの 14号と 1A号国道。
三角地帯をベトナムの海港と連結する主軸道路：クイニョン港へと至るカンボジア 78号
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カンボジア東北各州では，2010年までに森林面積を 263万 haにする（森林率 70％）。
ラオス南部各県では，2010年までに森林面積を 215万 haとする（森林率 75％）。

















を 50‒60％，加工業を 20‒30％，サービス業を 20‒30％とする。同時に，日本やタイで試さ


































2010年までに 8億 8000万ドルに拡大する（2003‒05年の平均増加率 10％/年，2006‒10年
の平均増加率 15％）。国道 19号に沿ってアンドンペック国境ポイント～ブプラン・オリア
ン国境ポイントを経る輸出額は，カンボジア・ベトナム 2国間の貿易総額の 10％である。
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①カンボジア・ベトナム間の協力事業として，国道 78号のオヤダウ・バンルン間 70 km




















1月に第 2回（ホーチミン市），2004年 7月に第 3回（シエムレアプ）が全て「非公式」（unocial）
の形で開催されたのに続けて，2006年 12月 4‒5日に第 4回の会合が中部ベトナムのダクラクで開催
された。この第 4回以降は，全て「公式首脳会合」（ocial summit）と呼ばれている 45。ちなみに，
2004年に開催され「マスタープラン」を採択したヴィエンチャンでの 3国首相会合（非公式）は，
どういうわけか，通し番号に算入されていない。
「マスタープラン」に規定された合同調整委員会（Joint Coordination Committee: JCC，3カ国の
担当大臣が共同議長）が第 1回の会合を開いたのは，2007年 5月 17‒18日，中部ベトナムの（三角
地帯に属する）ザーライ省都プレイクにおいてであった。この会合で，作業部会 （Sub-committees） 
の正式立ち上げや，「三角地帯」における貿易・投資円滑化のための優遇政策の準備が合意された 46。
次いで，第 2回の合同調整委員会が 2008年 2月 19日カンボジアの海港都市シハヌークヴィルで
開催され，その際に優遇政策をまとめるための「合同専門家ティーム」（Joint Technical Team）の発
足が指示された 47。




合同調整委員会はその後，第 4回が 2009年 12月 21‒22日に中部ベトナムのダクラクで，第 5回





これに既存の対象地域を加えた 13地方省の面積合計は 14万 3900 km2, 総人口（2009年）670万
人，人口密度 46 人/km2 の規模となった（図 3，及び表 1参照）。
45 Cambodia Ministry of Foreign Aairs, “Overview of CLV Cooperation” May 15, 2012　（http://clv.mfa.gov.kh/?page=detail&
menu1=4&menu2=33&article=33&lg=en）.
46 “Minute of the rst meeting of the joint coordination committee on the Cambodia‒Laos‒Vietnam development triangle” 
（http://clv-triangle.vn/portal/page/portal/clv_en/819086/1305933?p_page_id=&p_cateid=825523&article_details=1&item_
id=1305900）.
47 “Minute of the second meeting of the joint coordination committee on the Cambodia‒Laos‒Vietnam development triangle” 
（http://clv-triangle.vn/portal/page/portal/clv_en/819086/1305933?p_page_id=&p_cateid=825523&article_details=1&item_
id=1305918）.
48 “CLV summit pledges border development” Vietnam Today, November 16, 2010 （http://www.dztimes.net/post/politics/clv-
summit-pledges-border-development.aspx）; “Laos, Vietnam and Cambodia to review cooperation on Development Triangle” 
Nam News Network （http://namnewsnetwork.org/v3/read.php?id=66345）.
49 “CLV summit pledges border development”Vietnam Today, November 16, 2010 Vietnam Today （前注）; “Minutes of the h 
metting of the joint coordination committee on the Cambodia‒Laos‒Vietnam development triangle area Banlung, Ratanak 
Kiri Province, Cambodia” March 18, 2010 （http://clv-triangle.vn/portal/page/portal/clv_en/819086/1305933?p_
cateid=825523&item_id=8000925&article_details=1）.
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1 ストゥントレン 108.6 12,016 9 
2 ラタナキリ 154.6 10,782 14 
3 モンドキリ 57.7 14,288 4 
4 クラチエ 324.9 11,094 29 
I 2004年マスタープラン対象の 3州合計 320.9 37,086 9 








1 サラヴァン 339 10,691 30 
2 セコン 95 7,665 12 
3 アタプー 126 10,320 18 
4 チャムパサック 644.8 15,350 42 
I 2004年マスタープラン対象の 3県合計 560.0 28,676 20 








1 コントゥム 432.9 9,690.5 45 
2 ザーライ 1,277.6 15,536.9 82 
3 ダクラク 1,733.1 13,125.4 132 
4 ダクノン 492.0 6,515.6 76 
5 ビンフオック 877.5 6,874.4 128 
I 2004年マスタプラン対象の 4 省合計 3,935.6 44,868.4 88 
II ビンフオックを加えた５省合計 4,813.1 51,742.8 93 
出所： “REPORT ON REVIEWING, ADJUSTING AND SUPPLEMENTING THE MASTER PLAN FOR SOCIO‒ECONOMIC 
DEVELOPMENT IN CAMBODIA‒LAOS‒VIETNAM DEVELOPMENT TRIANGLE AREA UP TO 2020”, November 
2010, Ch.1 （http://clv-triangle.vn）




以上を経て，2010年 11月プノンペンで一連の CLV会合が開催された。すなわち，11月 14日に






Sub-Committee），翌 15日には（合同調整委員会に先立って）CLV高官会合（Senior Ocials’ Meet-
ing）も開催された 52。図 4に示した組織系統と若干の相違はあるが，ほぼ 2004年「マスタープラン」
に沿った形で，関連会合が運営されてきたことがうかがえる。








51 Cambodia Ministry of Foreign Aairs, “e Outcome of the 6th CLV Summit, the 5th CLMV Summit and the 4th ACMECS 
Summit”  （http://summit.information.gov.kh/hot_news/PressStateme_EN_2010-10-17.pdf）.
52 Cambodia Ministry of Foreign Aairs, “Programme: e 6th CLV, the 5th CLMV and the 4th ACMECS Summits” （http://clv.
clmv.acmecs.mfa.gov.kh/?page=detail&menu1=5&article=5&lg=en）.
53 “Minutes of the seventh meeting of the joint coordination committee on the Caombodia-Laos-Vietnam development triangle 
area” （http://clv-triangle.vn/portal/page/portal/clv_en/819086/1305933?p_page_id=819086&p_cateid=825523&article_
details=1&item_id=9091523）; “e 7th Conference of the Joint Coordination Committee for the Cambodia-Laos-Vietnam 
（CLV） Development took place in southern Attapeu Province of Laos on Dec.9” （http://en.baomoi.com/Info/Development-
Triangle-conference-wraps-up/5/212204.epi）.
 さらに最近では，2012年 12月初旬にベトナム中部高原のコントゥムで，第 8回合同調整委員会や第 6回経済作業部会，そ
して第 7回の投資・貿易・観光促進会議などが連続的に開催されている（ベトナム計画投資省の CLV開発の三角角地帯ベ
トナム語電子情報サイト Trang thong tin dien tu Tam giac Phat trien Campuchia-Lao-Viet Nam, http://clv-triangle.vn/portal/
page/portal/clv_vn掲載の関連記事）。なお，第 7回 CLVサミットは 2012年 10月 17‒19日にホーチミン市で開催される予
定だったようであるが（”Cambocian PM to join the CLV Summit in Vietnam next week” http://news.xinhuanet.com/english/
world/2012-10/12/c_131902217.htm），直前になって延期された模様である。10月 15日に北京でシハヌーク前国王が死去
したために，カンボジアのフン・セン首相が出席を急遽キャンセルしたのだと思われる。ただし，その後も日程が再調整さ
れて CLVサミットが開催される気配を感じられない（2012年 12月 8日時点でカンボジア，ラオス，ベトナムの外務省の
ウエブサイトを検索しても，開催の事実もしくは開催予定の情報を捕捉できない）。2012年はカンボジアが ASEAN議長国
であったが，南シナ海問題をめぐって同国とベトナムの利害が対立したことが，3カ国サミットの開催問題に影響している
のだろうか。ちなみに，2012年 11月 15‒20日にプノンペンで一連の ASEAN関連首脳会合が開催されたが，その機会にも
CLV 3カ国のみの会合はアレンジされていない（第 21回 ASEAN首脳会合及び関連会合の公式スケジュール表はカンボジ
ア情報省 http://summit.information.gov.kh/index.php?page=scheduleasean2012を参照）。
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54 正式名称は次のとおりであるが，本稿では「改正マスタープラン」と通称する。“Report on Reviewing, Adjusting and Supple-





 三角地帯内の 2004年マスタープランの目標値 2005‒09年実績 
カンボジア各州 7.4‒8.1  9.4 
ラオス各県 8.0‒8.3 12.9 
ベトナム各省 8.3‒9.0 10.0 






三角地帯内の 2002 2009 2010年の目標値
（2004年マスタープラン）
カンボジア各州 100.0 100.0 100.0 
・農林漁業 68.6 55.0 53.6‒55.6 
・工業，建設業 17.3 21.0 27.1‒29.0 
・サービス業 14.1 24.0 17.3‒17.4 
ラオス各県 100.0 100.0 100.0 
・農林漁業 67.2 53.6 50.6‒53.9 
・工業，建設業 19.8 21.0 31.6‒30.0 
・サービス業 13.1 25.4 17.8‒16.1 
ベトナム各省 100.0 100.0 100.0 
・農林漁業 63.5 53.4 49.5‒51.9 
・工業，建設業 13.4 19.7 23.1‒24.2 
・サービス業 23.1 26.9 25.0‒26.3 
三角地帯全体（13地方省） 100.0 100.0 
・農林漁業 65.2 53.5 
・工業，建設業 14.2 20.0 
・サービス業 20.6 26.5 
出所：同上。



























する国境までの国道 7号線 467 kmは現在，道幅 11 m，DBST舗装が実施され，良い状態
である。
・7号線と交差するオポンモアン（ストゥントレン州）からバンルン（ラタナキリ州），さ
らにベトナムとの国境に至る国道 78号線の 194 kmのうち，バンルン～オヤダイ（ベト
ナムとの国境地点）間 70 kmは 2009年に完成，残り 124 km区間は工事中（DSBT鋪装）。
・78号線と交差するバンルンからラオスの 1J号線に接続するまでの国道 78A号線 150 km
のうち，80 km区間は完成（砂利鋪装），残りは計画中。
55 同上資料，p. 63.
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・7号線と交差する地点（クラチエ州）からタアン（ラタナキリ州），さらに 78号線に接続
する（バンルン近郊）までの国道 76号線の 306 kmのうち，127 kmの中国による改良事
業（11 m幅，DSBT鋪装）が最終段階にあり，残りの 179 km区間については未舗装の
まま（4‒5 m幅）であるが，中国による F/Sが実施されている。
・7号線と交差する地点（クラチエ州）からモンドキリ州を経てベトナムとの国境に至る









ラオス：三角地帯に属する地域の道路全長 7,147.14 kmのうち，849.89 kmが舗装ずみ，
2,689.74 kmが砂利道，2,625 kmが土道，国道が 1,463.47 km, 県道が 864.53 km, 郡道が
965.17 km, 町道が 357.49 km, 農村道が 3,341.48 km, 特殊道路 （special road network） が
197 km。
・アタプー県からベトナムのボーイー国境ゲートに至る 18B号 111.9 kmの建設完了，国際
国境チェックポイントが 2008年 1月 18日に正式オープン。
・セコン県からアタプー県に至る 11号線 77 kmが完成，2005年に開通。
・セコン県からサラヴァン県に至る 1H号の建設は日本政府の 400万米ドルの無償協力に
よって 2009年 5月 4日に着工，2010年 5月 28日に竣工。
・Lamam-Dakcheungからベトナムとの国境に至る 16B号 121 kmの一部建設。
・セコン川を跨ぐ橋梁 235.7 mは調査が終了したが，建設は始まっていない。
・サラヴァン県からベトナムとの国境に至る 15B号線 174 kmは 2005年より工事開始，現
在までに 27.44％を実施。
・ナポンからサラヴァンに至る 15A号線 73 kmは調査が終了したが，建設は始まっていな
い。
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ベトナム：三角地帯に属する各省では，ホーチミン・ルート（国道 14号）の建設や，国


















ンはラオスから 22 KV送電線を通じて 2 MWを輸入し，料金を KWh当り 2000リエルか
ら 980リエルに低減した。2020年までに［州内の］全ての世帯に電力を供給するためには
50 MWが必要である。
・ラタナキリはオーチュムの小規模水力発電 （1 MW） の建設によって料金が KWh当り 670
リエルにまで低減している。他に 1 MWの火力発電能力があるが，不足分を補うために
ベトナムからの買電のために，現在 35 KVの送電線を建設中である。現時点でバンルン
だけでも 3 MWが必要であり，2012年には需要が 8 MWへと増大する。





・ベトナム電力総公司 （EVN） との間にセサン下流 1号／5号 （90 MW），セサン下流 2号
（400 MW）とストゥントレン （980 MW） の 3件の水力発電所に関する F/SのMOUを調
印した。
ラオス：地元への供給および輸出用として現在 4つの水力発電所があるが，さらにセカマ
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・ベトナム：セサン 3 （260 MW），セサン 3A （100 MW），フチャン （12 MW），ドライフ
リン （16 MW），バーハー川 （220 MW），プレイクロン （100 MW），ブオンクオプ （280 
MW），セサン 4 （360 MW），スレポク 3 （220 MW），アンケ-カナク（173 MW），ブオ
ントゥアスラ（86 MW）の水力発電所が稼働している。
・プレイク‒ドクコイ‒ダナン 297 km，プレイク‒フーラム 542 km，プレイク‒ヤーリ 20 km



































タナキリでは 900リエルから 1,200リエルへ，クラチエでは 900リエルから 1,400リエル
へと値上がりしている。漏水率はストゥントレンで 35％から 26％へ，クラチエでは 35％






・現在，灌漑計画が 378件あり，雨季には 47,209 haの水田，乾季には 17,621 haの水田（水
田総面積の 37.32％）に裨益する。三角地帯各県における水田は 2004年の 181,524 haか
ら 2009年には 211.911 haへと拡大した（30.387 haの純増）が，そのうち 163.285 haは
乾季に灌漑水を得られない。サラヴァンとチャムパサック県では［焼き畑による］移動農
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一人当たり GRPに関しては，「三角地帯」全体の平均で 2010年の 838米ドルから，2015年に 1,300 
ドル，2020年に 2,000ドル（2010年米ドル換算）へと引き上げる。
「開発の三角地帯」全体の産業構造変化に関する目標値は，表 4に示す。




年 2010 2015 2020 
GRP合計 100.0 100.0 100.0 
農林漁業 51.4 41.7 33.6 
工業，建設業 21.2 26.7 32.2 
サービス業 27.4 31.6 34.2 
出所：表 1に記載の資料，Part 2.
第 2部は，以上のような全体的概観の提示に続けて，IV インフラ，V 農林業，VI サービス業，











ラオスを例に取れば，対象 4県の合計で 315件，必要とされる資金総額 250億ドル。そのうち国内
資金からの手当ては 2億ドル足らずであって，残りは国外資金（無償 23億ドル，有償 226億ドル）
に頼ることを想定している。
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道路維持：クラチエからストゥントレンに至る国道 7号 197 km，及びラオス国境までの
総計 476 kmの通年交通を確保する。
・Snuolからラタナキリまでの国道 76号の未整備区間 306 kmのうち，Snuolから Sen 
Monoromまで 127 kmは 2011年までに整備する予定であるが，さらに Sen Monoromか
ら Ta Ang （ラタナキリ州）までの 179 km区間のリハビリが必要である。
・O Pong Moanから Ban Lungまでの国道 78号 124 kmは，現在中国の上海建設グループ
によって工事中，2012年までに完成予定。
・クラチエ州都を起点とし Pratheat（コンポンチャム州）で国道 7号線に繋がる国道 73号
線 93 kmは，2011年までに工事完成予定。
・その他のリハビリが必要な国道，州道：クラチエ州では，Sre Khoeun から Samboまで 
6.3 km, Chhlong から Kratieまで 10.1 km, Boeung Reyから Kampong Kor （Prek Prasab）
まで 11 km, Prek Pralung から Kampong marまで 58 km, 国道 73号から Snuol 79 km
地点 （Sre Char）まで 16 km, Bos Leavから Khla Stuss （国道 7号）まで 14 km, 国道 7号
から Koh Nhek （Mondul Kiri）まで 41 km。
・ラタナキリ州では，国道 78A 号から Ban Lung を経て Voeun Saiまで 40 km, Siem Pang
からラオスとの国境まで 47 km, 国道 78B号から O Chum インターセクションを経て Ta 
Veng 郡まで 40 km, 国道 303号から Bor Keo インターセクションを経て Andong Measま
で 28 km。
・ストゥントレン州では，ストゥントレン州都から Se Sanまで 24 km, ストゥントレン州都
から Siembokまで 26 km, ala Barivatから Preah Romkel の滝まで 70 km, ala Barivat
から Sambo （Kratie） まで 60 km, Yang Son村落から O Svay村落まで 45 km, Wat Hang Sa 
村落から Siem Pangまで 80 km, Sdao村落から Voeun Sai （Rattanak Kiri） まで 90 km, 
Prek Meas 村落からMeung Khong （ラオスとの国境）まで 16 km, Siem Pangから Prek 
Meas 村落まで 40 km, Siem Pang から O Lalayの滝（Vireak Chey国立公園内）まで［距
離数の記載なし］，Phluk 村落から国道 78号まで［距離数の記載なし］，Preah Bath 村落
から O Mreah村落（Siembok）まで（原文：距離データー入手できず），
・モンドキリ州では，Sen Monorom からMe Mang（Chong Plas 村落）まで 50 km, Keo 
Seimaから Sre Chhouk村落まで 50 km。






・国境ゲートまでの道路：バンルンとラオスとの国境を結ぶ国道 78A号 150 kmのうち，
80 km区間は土とグラヴェルで覆われたままであり，残りの 70 km区間については現在
改良工事を計画中である。
・州道 134号と国道 7号のインターセクションを起点として，クラチエ州（47 km），モン
ドキリ州（111 km）を経て，ベトナムの Dak Rue国境ゲートに至る国道 376号の全長
158 kmは，依然として土とグラヴェルで覆われたままであるが，目下グレード 3への改
良工事が計画されている。
・Snuolで国道 7号から分岐する国道 74号は，ベトナムのHoa Lu 国境ゲートに至ってベ
トナム国道 13号に接続する。その距離 17 kmは，2020年までにグレード 3への改良が
計画されている。
・Lapakhe （Keo Seima郡）から Fanyiev （ベトナムの Binh Phuoc省）に至る 10 km。
・O Raing郡（国道 76号と道路 3762号）からベトナム・ダクノン省の国境ゲートに至る
26 kmは，中国の業者によって工事中であり，2012年までに完成の見込み。
・Nam Lear （Pechreada郡）から Dak Bour （ベトナムのダクノン省）まで 70 km。
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・第 2は，ベトナムとの Dark Ta Ok国境ポイントを起点とする 16B号であって，13号と
交差しつつ，タイとの Vangtao国境ポイントに至る。
・第 3は，ベトナムとの Lalay国境ポイント（Samoui郡）を起点とする 15B号であって，
サラヴァン県を通り， 同県 Khongsedone郡の Napong村で 13号線南と接続する。
13の主要なリンク道路：
・ベトナムとの国境ポイントを起点とし Sanxay郡で 18B号に交差する地方道。
・11号線の 52 km地点を起点とする 16A号，Pakxong郡（チャムパサック県）に至る
（73 km）。
・ベトナムとの国境から Laman郡（セコン県）に至る 7501号道路。




・Laungam郡を起点とする 6902号線，Khongsedone 郡で 13号線南と交差する。
・メコン河港の Kengkhongluangを起点とする 6901号，Lakhonpheng 郡庁所在地に至る。
・ベトナムとの国境沿いに Dakcheung郡から Kaleum 郡（セコン県）を経てサラヴァン郡
に至る道路。
・Ban Set-Ban Sot-Ban Napakiep からカンボジアとの国境に至る 7828号線。
・Phonthong 郡（チャムパサック県）で 16号から分岐する 14A号線，Champasack- 
Sukhuma- Munlapamok の各郡を経て，エメラルド三角地帯［カンボジア，ラオスとタイ
の 3カ国の国境地帯で主に観光分野での協力を目指す］内のカンボジアとの国境に至る。
・Vernkhaen-Banpeo-Nongnga-Pakua （Munlapamok 郡）とエメラルド三角地帯を結ぶ 14C
号道路。




















の航行を便利にし，18A, 18B, 16, 16B, そして 15Aの各国道，パクセ国際空港と接続する。
鉄道の発展：サラヴァン，サヴァナケット県の国境から国道 13号線と並行してタイとの
国境ポイント Vang Taoに至る区間，そしてサラヴァン県から 15A, 15Bに並行してベトナ
ムとの国境ポイント Lalayに至り，ベトナムの海港と繋がる区間の鉄道建設に関して，プレ
F/S，経済的 F/S，建設デザインを作成し，建設する。









・国道 24号，14号，40号，19号，26号，28号，14号，省道 686号，国道 14C号の主要
な水平的軸を改善，拡幅する。
・以上に加えて，国道 13号，25号，27号，20号，55号の改善，そして Dau Giay‒Da Lat 
高速道路（2016‒2020年），Quy Nhon ‒ Pleiku高速道路 （2020年以降）を新設する。
国境ゲートと繋がる道路：Bu Ma Chung国境ゲートと Dong Xoai村を結ぶ 13B号， Bu 
Prangから Kien Ducに至りホーミン道路と接続する道路，Dak Poからホーチミン道路に至
る道路，Dak Rueから省道 16B号，17号に沿ってブオンメトゥオト市に至る道路。
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（1） 垂直的な中央軸 2の完成 （vertical axis 2）:
・ラオスにおける 1G号の改良（126 km） と 1J号の建設 （90 km）
・カンボジアにおける国道 78A号 Ban Lung‒Voeun Sai 40 km, Voeun Sai‒Siem Pang  
55 km, Siem Pang‒ラオスとの国境 47 kmの改良もしくは建設。
・カンボジアにおける国道 76号 Sen Monorom （Mondul Kiri）‒Ta Ang （Rattanak Kiri） 
179 km の改良。
・ベトナムにおける省道 686号 Bu Prang国境ゲート‒Kien Duc（ホーチミン道路に接続）
65 kmの改良。
（2）水平的軸 2の完成（horizontal axis 2）:
・ラオスにおける 18A 号 115 kmの改良。
・ベトナムにおける国道 40号，24号（Dung Quatに至る）の改良。
（3）水平的軸 5の完成（horizontal axis 5）:
・［カンボジアにおける］376号道路：国道 7号 pk 282＋100 （クラチエ州 Prich山中）を起
点とし，モンドキリ州 （111 km）を経てベトナムとの国境ゲート Chi Mit‒Dak Rueに至
る （ベトナムの省道 3766号に接続）95 kmは依然として土とグラヴェルに覆われている。
・ベトナムにおける省道 16B （43 km）と省道 17号 （52 km）の改良：Dak Rue国境ゲート
からブオンメトゥオト市まで。
・［ベトナムにおける］Dar ［ママ］Rue 国境ゲートから Phu Yen省に至り国道［具体的名称
欠］と接続する道路の建設調査。
̶     ̶41
カンボジア，ラオス，ベトナム「開発の三角地帯」構想の成立経緯と概観
（4） 水平的軸 6の完成（horizontal axis 6）:
・［カンボジアにおける］131号の改良：モンドキリ州都を起点とし O Rang郡庁所在地 （モ
ンドキリ州）を経て Snuol （クラチエ州）で 13号に接続する 123 km。
・モンドキリ州都から Dak Po国境ゲート（ベトナムのダクノン省）までの道路（暫定的に
131B号と呼ぶ）約 40 km の新たな建設。
・ベトナムにおける Dak Per国境ゲートからホーチミン道路へと連結する道路の改良。
2-2　国境ゲート及び国境地帯に繋がるルート
（1） ラオスにおける 15B号の改良：ベトナムとの国境ポイント Lalay（Samoui郡）からサ
ラヴァン県を経て 15A号道路に至る。
（2）  16B号の改良：ベトナムとの国境ポイント Dark Ta Okから Dakcheung郡を経て， La-
nam 郡（セコン県）で 16号に繋がる。
（3）  ラオスにおける 49A号の改良：ベトナムとの国境から Kaleum郡を経て Lamam 郡（セ
コン県）に至る。
（4） 18B号の改良：ベトナムとの国境周辺 60 kmのグレード 4への改良。
（5）  カンボジアにおける 131号線の Sre Khtum‒ベトナムとの国境区間 13 kmの新たな建


















・Lower Se San 1/ Se San 5 （90 MW）, Lower Se San 2 （400 MW）, Lower Se San 3 （180 
MW）, Prek Leang 1 （64 MW）, Prek Leang 2 （64 MW） ：後 3者は韓国企業により F/S実
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施中，及び Sambo （2,600 MW） ：CSG （中国）により目下 F/S実施中。
・ベトナム・ラオス間協力プロジェクト：





























第 2に，「同地域および 3カ国における発展の格差を縮小させる」，第 3に，「域内および外部との連携や統合を拡大する機
会を作り出す」と指摘している。Nguyen Duy Dung, “Phat trien tam giac phat trien Viet Nam‒Lao‒Campuchia va vai tro cua 
Nhat Ban” （同仮邦訳「ベトナム・ラオス・カンボジア発展の三角地帯の発展と日本の役割」『ASEAN新規加盟国の『中進国』
ベトナムと地域統合：日越関係を視野に入れて』第 1回国際ワークショップ，2008年 8月 30日，東京大学）。
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連官庁や地方省当局を中心とする関係者によって具体化されてきた。
構想が政治的意思によって始動したものであったとしても，中央および地方の官庁担当者の手に委
ねられることによって，3カ国の協力メカニズムが発足し，2004年に「マスタープラン」，2010年に
「改定マスタープラン」が作成されて今日に至っている。
その間，2004年から 2009年までの実績で見るならば，対象とする 13の地方省の社会・経済状況
は顕著に改善されてきた。さらには，この地帯で緊急の課題とされる BHN面での改善や貧困削減に
ついても，一定の成果を収めつつある。それらの成果の全てを「開発の三角地帯」構想の存在に帰す
ることはできないかもしれないが，同構想が提起されたがゆえに，中央政府や国際的ドナーの関心を
惹き，また地方当局などの努力を喚起した側面は否定できないであろう。
本稿では，CLV3カ国の共同事業として「開発の三角地帯」構想が生まれてきた経緯，そしてその
実施メカニズムや「マスタープラン」「改定マスタープラン」の概要を記した。これに続けて，本紀
要の次号以降においては，同構想に対する日本政府の支援についての論考を掲載する予定である。
さらに，「開発の三角地帯」計画のより実体的，具体的な展開状況に関しても，今後，関係機関で
のヒヤリングや現地での調査を経て，継続的に探究していきたい。
